
河川工学者 田代 喬さん

名古屋大学減災連携研究センター

ライフライン地盤防災産学協同研究部門教授

新しい大雨警報をどう活かすか
－危険度分布図の読み方を知る－

主催：名古屋大学減災連携研究センター
〒464-8601 名古屋市千種区不老町　tel: （052)789-3468

名古屋大学減災館減災ギャラリー

★事前申し込み不要
★コーヒーなど飲み物を１人 S１杯以上
     注文してくださいね。
★駐車場はありません。
　必ず公共交通機関をご利用ください。

2017. 8. 4（金 )   18:00 ～ 19:30

Guest 

げんさいカフェは、「南海トラフ広域地震防災げんさいカフェは、「南海トラフ広域地震防災

研究プロジェクト」との共催で実施しています。研究プロジェクト」との共催で実施しています。

GEN SCIENCE CAFE 

げんさいカフェ
【第 75回】

Facilitator　　隈本 邦彦
江戸川大学教授／
名古屋大学減災連携研究センター客員教授

減災連携研究センターの研究者と市民とが対話する月に１回のサイエンス・カフェ。

今回は、7月 4日から気象庁が新たに始める大雨・洪水警報の伝達方法がテーマです。

災害の可能性を「危険度分布図」を使ってわかりやすく伝えようというものですが、

私たちはそれをどう読めばいいのか、専門家との対話で考えます。


